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１．夜回り１２月６日（水）

先月は夜回りも土曜の炊き出しも参加できなかったので、多少気をはって出かけました。久しぶりの

薬膳カレーにありついた後、Ｉさんと20時10分に出発。空気が乾いている晩でした。息子さんは？最

近はだいぶ会話が分かるようになってきたようで、先日の手紙に、「クソガキを時々なぐりたくなりま

す」とありました。下の７歳の息子のことです。Ｉさんは返事に困って笑っていました。国際センタ

ー裏のベンチにいる人はきょうは起き上がって寒そうにしていたが、きょうも返事が返ってこなかっ

たので、声がけとすべきことだけして離れました。その足で橋下の奥まった洞窟へ上から声をかけ、

Ｉさんに待ってもらって下りて行きました。ライトで照らしながら一歩一歩近づき声をかけると、ハ

イと返事が返ってきました。おじいさんがムクッッと首だけ持ち上げて、ドウモドウモと繰り返しま

す。ずーっとここですか？昼間外に出てますか？炊き出し来たことありますか？……それらを聞きな

がら案内とおむすびを手渡しました。息を上げて橋のたもとで待っているＩさんのもとに戻り、行っ

てよかったですと告げました。旧図書館のＨｎさんは元気。陸橋下のＯさんも変わりなし。84㎏あっ

た体重が65㎏になっちゃった。今また新米が出回っている時期で、古米が捨ててあるので助かる。つ

いこの間も10㎏拾ってきた。そう言って喜んでいました。大きな石碑の裏は不在。荷物だけ。道路を

はさんだ陸橋下に行くと、ゴミの中から人が起き上がりました。Ｉさんが味噌スープをつくってさし

あげました。帰り路、また人が変わっていましたねと言うと、あらそうだっけ？ はい、Ｓｍさんで

はなかったです。入れ替わりはよくあるんです。コースの最後の陸橋下テントハウスからは常連の３

人が出てきた。みそスープを取り分けるものを出してください、とＩさんがポットのふたを開けると、

これ汚いもんやあなどと互いをしやかしながらフライパンだの鍋だのが出てきました。直接出会えた

人がきょうは８人でした。

２．炊き出し１２月９日（土）

天気予報がはずれ、小雨模様の寒い日でした。学校からはいつものＭと教え子１人参加。後期テスト

直前なので他は声もかけませんでした。しかし、以前生徒と一緒に参加してくれた保護者の方が１人

来てくれました。大変うれしかったです。現場の五橋公園では、ずっと天気との相談をしていました

が、結局テントを５～６人で持って傘にしながら衣類配布を強行しました。４９人（女性一人）の参

加でした。きょうの特別メニューは、温かい鮭の粕汁でした。

この日の夜には、元寺教会で苫米地サトロによる炊き出し支援コンサートが行われ、たくさんの人が

来てくれました。

３．献品など

献金 ２，８６８円……小学校

献品 今回も５㎏のお米をはじめ味噌、梅干し、海苔などの食品とセーター類や靴下など小学校の

保護者の方々からたくさんいただきました。また高校の職員からも預かりました。わたしのミスで詳

細な記録をとる前に、他から来た献品類と一緒になってしまいました。すみません。気をつけます。

今年も毎月本当にご協力ありがとうございました。いつも活動の力になっておりました。折にふれ、

来年もよろしくお願いします。休みをはさむので難しかろうと思いますが、年末年始と１月のお知ら

せをします。

１２月３１日 １８時から 年越し蕎麦の炊き出し。

１月３日 ９時から 正月餅つきの炊き出し。

１月１０日（水）１８時から 夜回り １３日（土）９時から 炊き出し

１９日（金）１８時から 萌友の炊き出し


